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■被覆ブロックの選定について 

（１）選定の手順 
 
 
 
  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

                                           図１ 被覆ブロック選定フロー 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ステップ０ 

被覆材の選定 

（前提条件） 

護岸に作用する波高が塩浜２丁目に比較して高く（50 年確率波（堤前波）：波高 H1/3= 

3.10ｍ（HHWL 時））、2割勾配のコンクリート被覆材の所要重量は 1.83t となる。 

また、自然石の被覆材の所要重量は 3.42t となる。よって、一般的に入手が可能な石材

の重量（1t）を超えてしまうことから、塩浜１丁目護岸についてはコンクリートブロッ

ク（2t）で被覆することを前提に、基本断面を決定した。 

被覆ブロックの選定は、以下の手順で行った。 

ステップ２ 

機能による絞込み 

被覆ブロックに適する平型ブロック（ブロック製品一覧表、日本消波根固ブロック協会）

の全製品を５タイプ（大型、突起付き大型、大型（千鳥配列）、突起付き大型（千鳥配

列）、擬岩）に分類する。 

本地区において被覆ブロックに要求される「波の減勢」「構造体としての強化」「生態系

への配慮」を優先的な機能として抽出し、抽出された機能から５タイプを評価して絞り

込みを行う。 

ステップ 1 

被覆ブロックの分類 

（形状・配列別） 

波浪の遡上抑止 ブロックに凹凸があることが望ましいことから、突起付きブロックを選定する。

安定性の向上 護岸のめくれを防止するために、ブロックが互いにかみ合うことを可能とする

形状を選定する。 

生態系への配慮 ブロックの孔や目地を通しての水の流出入により、生物の捕捉・定着が促され

ることから、できるだけ孔や目地のある構造を選定する。 

ステップ３ 

視覚的イメージ 

（平面図） 

ブロック配列をもとに、視覚的にイメージが捉えられる平面図を作成し、利用者の視点

近くからブロックの見え方を検証する。 

総合的な観点から評価し、本地区に最適なブロックのタイプを選定する。 ステップ４ 

総合評価 

資料５ 

 

標準断面図 
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表１ 第一次選定被覆（平型）ブロック一覧 
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Ｃ４ Ｃ５ Ｃ６ 

Ｃ７ Ｃ８ Ｃ９ 

Ｂ１３ Ｃ１０ Ｂ１４ Ｂ１５ Ａ１２ Ｂ１６ 
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Ｂ２４ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ 

Ｄ４ Ｄ５ Ｄ６ 
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Ｃ１１ 

突起付き大型（千鳥配列） 

大型（標準配列） 突起付き大型（標準配列） 大型（千鳥配列） 擬  石 

（２）被覆ブロックの分類（ステップ 1） 
 消波根固ブロックのうち、被覆に適する平型ブロック（2t）を、日本消波根固ブロック協会ＨＰのブロック製品一覧表から抽出して表１に整理した。ブロックの総数は６０程度であり、大きくは「大型」、「突起付き大型」、「擬石」

の３タイプに分類される。その内、大型と突起付き大型は、その配列から「標準（突き合せ）配列」と「千鳥（組み合せ）配列」に分類される。よって、ブロックは表１の５タイプに分類される。 
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大型（標準配列） 

（３）機能による絞込み（ステップ 2） 
 第 32 回委員会（H22.10.12）において、基本断面形状の工夫により想定外力に対する越波抑止性能を高める（基本断面に対し 78％の低減）ことができた。ここでは、海域と陸域の境界である被覆ブロックに要求される機能を抽

出して、前節で整理した 5 タイプを絞り込むものとする。本地区の被覆ブロックは、越波抑止性能をさらに高めることが要求される。このため定性的な効果であるが、波の減勢効果が比較的高い凹凸を有する、つまり「突起付き」

ブロックを選定するものとする。さらに、相互のかみ合わせにより配列したブロックが一体構造となる、つまり「かみ合わせ」の良い配列ブロックを選定する。この結果、ブロックは表２に示すように突起付き大型（千鳥配列）の

タイプに絞り込まれる。なお、生態系配慮の観点から、ブロックの孔や目地を通して水が流出入することにより、生物の捕捉・定着を期待できる構造が望ましい。 
表２ 第二次選定被覆（平型）ブロック一覧 
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Ｃ１１ 

突起付き大型（千鳥配列） 

突起付き大型（標準配列） 大型（千鳥配列） 擬  石 
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